
2013.10.23 

よ び か け 
 

                                      ラブリーアースＪａｐａｎ  

相生山の四季を歩く会         

事務局 古川善嗣 

      TEL/FAX 052-821-6463 

 

私たちがいつも親しんでいる相生山緑地を、南北に分断する道路の建設再開に向けた動きが、

いよいよ活発になっています。  

 

10 月 16 日、河村たかし名古屋市長に、10 月 13 日の「相生山の四季を歩く会」で記入いただ

いた、みなさんの意見をもとにした「要望書」を提出しました。 

みなさんからの意見（名古屋市民分）を、ほとんど原文のまま添付しました。 

それらのコピーを同封します。 

 

本来は前もってお伝えしなければならないところ、状況がせっぱつまっており、また 

ご報告が遅くなりましたことを合わせてお許し下さい。 

（パソコンのメールやＦａｘ送受信が可能な方には、送らせていただきました。） 

 

提出のようすとそのあとの記者会見の内容が、当日夕方の東海テレビ、翌朝の中日新聞・毎日

新聞の市民版・地方版にて報道されました。マスコミや世論の関心が集まり始めているのが推察

されます。 

 

「相生山の四季を歩く会」では 10 月の資料として、この道路の経緯と 10 月 8 日の新聞記事を

配布しました。それ以降の記事を同封します。わたしたちのことが載った 17 日の記事もあります。 

さらに 23 日には相生山の道路について最も古くから取り組んできた「相生山の自然を守る会」

も要望書を提出、その報道もされています。これもあります。 

 

「地元 4 学区の住民の判断に任せる」との市長方針には納得しがたいものがあります。再考を

促し、全ての市民の意向に根ざし、その将来に責任を持つべき立場の政治家である市長自身が

判断すべきとの主張は、記者会見でも大多数の記者をうなずかせるものでした。たずさわってい

る市の職員のみなさんも同様だと感じています。 

 

相生山にもっとも親しんできた私たちには、たくさんの名古屋市民に相生山の大切さを伝える

ことが出来ます。一緒に考えようと、よびかけることができます。 

工事が再開され、残さなければならない自然が壊されていく前に、出来る限りの努力を試みま

せんか。 

 

いろいろ考えてみましたが、ひとつの手段として、新聞への投稿があります。すでに数人の方

がＦａｘで送られたと聞きました。 

表現や記述が不十分でも、誠意は伝わることを確信して。 

掲載がならなくても、マスコミにわたしたち市民の意思は伝わります。 

 

ご検討下さい。 

 
 

 

 

                           以上 



 

10.23 中日朝刊市民版 

10.17 中日朝刊市民版 

相生山の道路工事再開？！ 
 

中日新聞に投書して  

あなたの意思を知らせよう！ 
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